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序
　前回は，ヨーロッパにおける大航海時代の先駆となったポルトガルの海外進出，その舞台

としてのアジア，特に，バリ（島）が属するインドネシア地方へポルトガルがどのように関

わりを持つようになったかを中心に考えた。

　ヴァスコ・ダ・ガマVasco da Gama（1469頃－1524）のインド航路開拓（1498）に始まる

ポルトガルのアジア進出は，ゴアGoa総督アルブケルケAffonso d’Albquelque（1453－1515）

によるマラッカMalacca攻略（1511）を機に東南アジア一帯に展開されることになり，香料

諸島の香辛料を始めとする物産をヨーロッパへもたらしたのである。

　ポルトガルの海外進出には物資の流通の確保と共に，キリスト教の世界布教という使命が

あった。

　そのために，身の危険をも省みず聖職者達は海外へ出かけて行ったのである。そこには，

プロテスタントProtestantの台頭に対するカトリックCatholicの行った反宗教改革運動の動

きがあり，その代表的人物としてザビエルFrancisco de Xavier（1506－52）がいる。

　彼は，ゴア，マラッカを中心にして東南アジア一帯で布教活動に従事，その後，来日し，

キリスト教を伝えると共に各地で布教活動を展開するのである。こうして，日本にもキリス

ト教が根づくことになるのだが，やがて，それは，日本の在り方を根底から覆すものである

として，禁止されることになり，終いには弾圧という形をとることになるのである。

　翻って，東南アジア，特に，インドネシア地方では，交易と表裏一体となったキリスト教

の浸透が顕著で，今日，この辺り一帯がイスラム教の世界であるという様相を呈する中でキ

リスト教，それもカトリック信者も多数見受けられ，それはヒンドゥー（バラモン）の世界

であるバリBali（島）においても例外ではない。ここにもザビエルの影をみる思いがする。

　一方，オランダ初の渡来者が，その初航海でバリ（島）にも来訪しているということは興

味深いものがある。

　今回は，やがて，この地域一帯を植民地として支配したオランダの進出について，その端
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緒をなしたハウトマンCornelis de Houtman（1599没）の渡航から始まり「東インド会社」に

よる支配の確立過程と，それに伴うこの地方に存在した政権との関わりについて考察を試み

てみた。

１．
　九州のキリシタン大名によって派遣された「天正少年遣欧使節」の通過をその滞在中に

知り，それについて，「ヤパン（日本）から３人のプリンスすなわち王子が，イエズス会

士らを伴ってゴアに到着した。かれらはイエズス会士と同じ服装をしており，年齢はせい

ぜい15，６と見受けられた。（王子らがヤパンを発ったのは）イエズス会士の膳立てによる

もので，その意図するところのものは，ポルトガルに渡航してローマへ上り，教皇に謁見

してイエズス会のために大きな利益，特権および自由を獲得すること，ただそれだけが目

的であった。ゴアには（15）84年まで滞在した」（1）と記しているオランダ人リンスホーテン

Jan Huyghen van Linschoten（1563－1611）は，時の世界貿易の中心地リスボア（ン）Lisboa（n）

を経て，ポルトガルのアジアでの拠点ゴアで，ポルトガル人大司教の下で書記として働いて

いた。

　勤務の傍ら，同地方を始めアジア，特に，東南アジアの地理，物産，民族等について研

究し，ポルトガル人のアジア経営と東方航路貿易に関する情報・資料の収集に努め，帰国

（1592）後，それをReys-geschrift van de navigatien der Portugaloyers in Orienten, Mallacca, China, 

Japan（1595）および Itineratio, voyage ofte schipvaert naer Oost ofte Portugaels Indies（1596）という

形で著わし，当時，未だ知られることの少なかったアジア諸地域の情況や，その地域におけ

るポルトガルの活動についての情報をオランダに知らしめることとなったのである。

　そこでの彼の記述は詳細を極めたもので，特に，アジアにおけるポルトガル人の活動につ

いては，同国人ピレスThomé Pires（1524没）のSuma Oriental que trata do Maar Roxo ate os Chins（2）

と共に，ヨーロッパ人のアジア進出期の活動を知るうえでの貴重な史料といえるものであ

る。

　中でも，それらの地域の土地，住民，物産について，特に，ポルトガル人によるキリス

ト教の強制と圧政に対する住民の憎悪や反感と，それが故のポルトガル人勢力が意外と脆弱

だったというその様子等を詳述しているのである。

　それ故，著述の公刊を機に，オランダのアジア，特に，東南アジアへの関心が高まり，それ

はやがて，同地域を巡っての先行者ポルトガルとの確執を生むことにまで発展するのである。

　オランニェ Oranje公ウィレムWillem１世（1533－84　統領在位79－）は，その信任をえ

て神聖ローマ帝国Heiriges Römisches Reich Deutsche Nation皇帝カールKarl５世（1500－58

　在位1519－56）からオランダ３州（ホランドHolland，ゼーラントZeeland，ユトレヒト
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Utrecht）の総督に任ぜられ（55）たが，翌年，カールが退位して王国を子供達に分け，フェ

リペFelipe２世（1527－98　在位56－）がスペイン王となり，ネーデルランドを植民地とし

て受けつぐことになった。

　彼は，スペイン中心の考えの持主で，ネーデルランドの貴族を軽蔑，財政改善のためとし

ての重課税，そして，カトリックの保護者を以て認じているためプロテスタントProtestant

の多いネーデルランドで異端審問を厳しく行った。

　このため，ウィレム１世を中心に独立運動が展開され，「80年戦争」といわれる独立のた

めの戦いが始まり，1581年には独立を宣言し，1586年頃からは武器をとって戦う。

　独立のための戦争は海外にも波及，1580年，王家の断絶から，母の出身であるポルトガル

の王をフェリペが兼ねると，オランダはポルトガルをも相手にしなければならなくなり，そ

れは，単に，海外進出の競争相手というだけではなく敵対する国同士ということとなり，そ

のためその争いは熾烈なものとならざるをえなかった。

　リンスホーテンの出版と機を同じくしてハウトマンCornelis de Houtman（1599没）の活動

が始まり，それがオランダ人によるアジア進出の嚆矢となるのである。

　アムステルダムAmsterdamの商人の要請により，アジアにおけるポルトガル人の活動の実

状，特に，東インド航路に関する情報や海図を手に入れるためにとリスボア（ン）に派遣さ

れた彼は，数々の情報をえた後帰国，その後，商人達が出資してつくった「遠国会社   ファ

ン・フェーレCompanie van Verre社」が編成したアジア貿易のための４隻の船隊の指揮官と

してオランダを出発するのである。

　Nederland（低地）という名前の国内の自然条件から，オランダ人は，早くから漁撈，海運，

貿易に従事，リスボア（ン）においてポルトガル人がもたらしたアジアの物産を買入れ，こ

れをヨーロッパ各地に供給するということをしてきていた。

　スペイン，ポルトガルとの関係から，オランダは独自のアジアへの新航路開拓を計って

きたのだが，結局，これを果しえずに終り，そのために，「ポルトガルが多年にわたって開

拓した喜望峰廻りの航路をそのまま利用する形となった」（3）といわれるように旧来の航路を

とってアジアへ向ったのである。

　1595年４月，アムステルダムを発ち，北海に面したテクセルTexelで船団を集結させた後，

同地を出発したハウトマンの一行は，喜望峰到達後は，インド洋のポルトガル勢力をさける

ため，マダガスカルMadagascar島北部から真直ぐ東北東に針路をとり，6,000キロメートル

のインド洋を横断してガマをはるかに越える長い航海の後スマトラSumatra（島）とジャワ

Java（島）との間のスンダSunda海峡に達し，ジャワ島西岸のバンテンBanten港に錨を降ろ

したのである（1596・６）（4）。その時，そこには６人のポルトガル人がいたという（5）。

　バンテンの人々に友好的に迎えられたハウトマンの一行は，そこに商館を建て，土地の者
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を相手に貿易に従事するが，これこそ最初にアジア到達に成功したオランダ船隊であり，オ

ランダの東方貿易開設の端緒をなしたものとなったのである。

　だが，当初，友好的だったポルトガル人の策謀や感情の行き違いから争乱となり彼らは捕

虜になってしまい，賠償金を払うことで釈放されたのである。

　その後，同年11月，スンダ・クラパSunda Kelapaとして知られ，ジャカトラ Jakatraともい

われたジャカルタ Jakartaに到着，当時は未だ，特に見るべきものがなかった同港だったの

でポルトガルも同地を軽くみていたため，両者の間には特に問題が起こることもなく終始し

た。そのため，オランダ側も性急に事を運ばなかったので，大した利益をえることもなく，

他のジャワ諸港へ立ち寄った後，バリBali（島）まで行き胡椒等少量の積荷をえて97年８月

にテクセルへ戻る。

　このことから，バリ（島）は，オランダ人のインドネシア地方への初来航の時からオラン

ダとの関わりを持っていたことが分る。彼は，バリについてその航海記の最後の所で，「王

の下にはキロルと称する総督がおり，ポーランドの大顧問官のように，王から全権を委ねら

れて全島を統治する。そして，この総督の下に多くの領主がおり，それぞれ王の名において

所領を治める」（6）とその統治体制について述べている。

　この航海で船隊は，一隻を失い249人いた乗り組み員も89人となり，失ったものの大きさ

に比べ得たものは殆どなかったが，オランダ初の東方進出であったため，その後の歴史を考

えると画期的な出来事だったといえる。

　だが，こうしたアジア航路開拓者としての立場をえたハウトマンだったが，更なる東イン

ドへの航路の途次，スマトラ（島）北部のアチェー Atjehにおいて，土地の人間との間のト

ラブルにより殺されるのである。

　こうしたハウトマンのアジア航路開拓に刺激をうけたアムステルダムAmsterdam出身の

ネック Jacob Cohweliszoon van Neck（1564－1638）は，アムステルダムに設立された貿易商

社（7）の船８隻を率いてネーデルランドを出航（1598・３），ハウトマンと同じコースをと

り，６ケ月後ジャワ（島）のバンテンに到着，ポルトガル人と交戦中のバンテン王国に援助

の手をさしのべ，そこの土侯に執政マウリッツMaurits, Graat van Nassau（1567－1625）の国

書と進物を呈し，友好裏に交易を行い，胡椒等の豊富な積荷をえて帰国（1600）。その中の

一隊は，モルッカMoluccas諸島まで航海し，テルナテTernate（島）に商館を建てた後，同

じく成功裏に帰国（同年）（8）。「このファン・ネックの航海の利益は400倍にも上ったといわ

れている」（9）といわれるもので，この旧会社は1600年までに４回の航海を行い，1598年，ロッ

テルダムRotterdam商人の出資した５隻の船隊がマヒュー Jacques Mahu（1564－1698）の指

揮でマゼランMagellan海峡を経て東インドへ向い，風波の難やスペインの妨害によって，唯

一隻イギリス人航海長アダムズWilliam Adames（1564－1620）の乗ったリーフデLiefde号の
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みが，1600年４月，船体を激しく破損させて，豊後の臼杵湾に漂着した。これが，日本とオ

ランダとの初めての接触であり，以後，江戸時代を通じ，日本はオランダとのみ西欧との通

商を行うことになるのである。アダムズはその後，徳川家康（1542－1616）に仕え，三浦按

針と称した。

　次いで，ネックは同じ年に再び６隻の船隊を率いて東インドへ向い，翌年バンテンに到

着，大泥（パタニPatani　マレーMalay半島中南部）に赴き，そこに商館を建て，1602年，

帰国する。

オランダ商館跡（長崎県平戸）

オランダ商館跡　商館模型（長崎県平戸）
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　この間，この旧会社は，1599年，ネーデ

ルラントの商人が設立した「新ブラバント

会社」と1600年に合併して，「アムステルダ

ム東インド会社」と名前を変えていた（10）。

　彼は，その後，アムステルダムの市議会

議員や，しばしば市長に選ばれる等要職に

つくが，彼自身が経験した航海の記録は，

いずれも帰国後直ちに出版されると共に版

を重ね，その後のオランダのアジア貿易に

大いに資したのである。

　東インドの物産をリスボア（ン）にお

いてバルト海での商品と交換していたオ

ランダであったが，ポルトガルを併合し

たスペインが高圧的となってきたため，東

インドとの直接貿易の気運が高まり，そう

した中から，「アムステルダム遠国会社」

Companie van Verreが設立され，こうした雰

囲気の中でのハウトマンやネックの航海で

あった。もっとも，ネックのそれは，1597年に設立された「新航海会社」Nieuwe Companie 

van Verreと「遠国会社」Companie van Ferreとが合併してできた「旧会社」Oude Companie

三浦按針（ウィリアム・アダムス）の墓（長崎県平戸）

ポルトガル船入港の地（長崎県平戸）
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（「東インド会社」に対して）と呼ばれる会

社での航海であった。

　その後の新会社設立と合併の経緯を経て

旧会社と新ブラバント会社が合併して市当

局からアムステルダム商人の東インド貿易

の独占権を付与された「アムステルダム東

インド会社」が設立されると，引き続きホ

ランド，ゼーラント，アムステルダム，デ

ルフトDelft等にも約10の「東インド会社」

が濫立することになる。

　このため，仕入れ価格は高騰するが，一

方では小売価格の下落をもたらす（11）等各東

インド会社は企業的不利を招いていた。そ

して，何よりも先行のポルトガル，スペイ

ンと対抗する観点から統一をする必要性を

痛感，そこで，これらの諸会社は，1602年，

議会の斡旋のもと，V・O・Cをマークとし，

「合同東インド会社」という形で統合され，

「オランダ東インド会社」が設立されたのである。

　だが，そこにはこれまでのいきさつからホランド州とゼーラント州の確執があった。とは

いうものの，会社は先行のイギリスの「東インド会社」（1600）をはるかにしのぐ資本を擁

するものであった（12）。その結果，「オランダ東インド会社は，ポルトガル，スペインの勢力

と争い，さらにイギリスと戦いながら香辛料貿易の独占をはかり，東南アジアに大きな勢力

圏を築く」（13）ということになるのである。

　こうして設立されたオランダの「東インド会社」は株式会社の起源とみなされるのだが，

現実は，母体となった諸会社を単位とするカーメル，即ち，部屋の意味を持つ６つの支部の

集合体で，各カーメルに分属する60人で構成される取締役，そして，そこから選ばれた「十七

人会」Heeren ⅩⅦが会社の実権を握っていたのである。そして，先きの「アムステルダム東

インド会社」設立のいきさつから，経営基盤を担うカーメルは，アムステルダムの商人に優

先権が認められ，そのため，「十七人会」はそれぞれの出資額に応じてメンバーの数が決め

られており，アムステルダム８人，ゼーラント４人，残りの４カーメルから１人ずつ，そし

て，アムステルダム以外のカーメルのグループから輪番で１人ずつ選出し構成されていたの

である（14）。

イギリス商館跡（長崎県平戸）



淑徳大学総合福祉学部研究紀要　第40号　2006194

⑻

　「東インド会社」という会社ではあったが，それが持つ権限，力は大きなもので，それは，

条約の締結，軍隊を持っての自衛戦争の遂行，要塞の構築，貨幣の鋳造等の権限を与えられ，

オランダ国内では単なる特許会社にすぎないにもかかわらず，喜望峰を過ぎれば国家に等し

い力を持つと共に，その力を行使しうる地域は，「喜望峰の東，マゼラン海峡の西」という

広大な範囲のものであり，それは，主として先行のポルトガル・スペインの勢力打破を意図

としたもので（15），その目的はほぼ達成されたといえる。

　こうした国家の如き力を持つ「東インド会社」ではあるが，社員や軍人は国会に忠誠を誓

い，敵対者に対しては，できるだけ損害を与えることを要求され，国会は会社首脳陣の任命

権を保持していた（16）。

　先行のポルトガルは王統の断絶からスペインのフェリペ２世を国王として戴くことになる

が，この先行の２国に対するオランダの海外進出についての対策は，「連合王国の勢力の及

んでいない所を，またもう一つはそのアキレス腱をねらうことであった」（17）というものであ

り，そうして狙った所が，北米であり，ポルトガルが細々と守っていたマラッカ，ブラジル

だったのである。

　1602年，ネックの初航海の時の副官だったワールワイクWijbrand van Waerwijckが率いる

15隻の船団が喜望峰を回り，セイロンCeylon（スリランカSri   lanka）を経由，この地域の

中心拠点としてバンテンに商館を開設して社員を常駐させ，更に，マライ半島パタニに寄港

してここにも商館を開設，ジョホール Johore沿岸でポルトガルの船隊を撃破，マカオMacau

の奪取には成功しなかったが，1607年，帰国するまでには豊富な積荷をえていた（18）。

　1604年，ハーフェンSteven van der Hagenが13隻の船団を率いて東インド各地を巡航，オ

ランダがこの地域で初めて領土を手に入れたことになるアンボイナ島に城塞を築き（1605），

ポルトガル人が領有していたティドールTidore島，テルナテTernate島等香辛料の主産地モ

ルッカMoluccas諸島を征圧する。だが，ここは一時期スペインに奪いかえされたこともあ

る。

　その後，ヨングCornelis Matelief de Jongeのマラッカ攻撃（1606），カールデンPaulus van 

Caerdenの香料諸島を巡ってのスペイン人との抗争を経て，フェルフーフPieter Willemsz 

Verhoeffの航行があり，マラッカ攻略という初期の目的を果すことはできなかったが，カリ

カットCalicutの土侯と交易の取りきめを行いコロマンデルCoromandel地方の貿易の促進，

ジョホール Johoreのスルタン sultanと手を結ぼうとしたがポルトガルの影響が強く不調に

終ったので，バンテンに入港する（1609）。

　この間，フリフーンGriffoenとパイレンRoode Leeuwmet Pijlenの二船を日本に派遣して平

戸に商館を開設し，その後の定期的往来の端緒を築いた（1609）。

　従って，「オランダ人の勢力は東インド会社設立後７年にして，南アジア各地の海岸地方
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から遠く日本にまで拡大して行った。その商館もインドの西海岸ではグジャラットGujarat，

ウイングュラWingula，東海岸のマスリパトナムMaslipatnam，ペタプリPetapoli，テガネパ

トナムTeganepatnam，パリアカッタPaliacatta，インドシナ半島のパタニ，シャム，ジャワ

島北岸バンタン，ジャパラ Japara，グリセGrisseやモルッカ諸島のアンボイナ，バンダ，ティ

ドール，テルナテなどの島々にも開設されて貿易はいよいよ拡大発展した」（19）といわれるの

である。

　1609年９月，「東インド会社」はその勢力の発展を更に強力におし進めるために総督を任

命し，初代総督としてボットPeter Bothが就任，レインスト，レアールと続き，４代目にクー

ン Jan Pieterszoon Coen（1587－1629）が就いた。

　土地の者にとっては好ましくないが，その立場を押し進めて，歴史に一時期を画したポ

ルトガルのアルブケルケ，イギリスのラッフルズThomas Stamford Raffles（1781－1826）と

比較されるクーンは1607－10年アジアへの航海に参加したのを皮切りに13年に再来訪し，モ

ルッカ諸島等でスペイン，ポルトガル勢力の駆逐に努めた。18年から翌年にかけて会社の要

塞があったジャカルタがイギリスとバンテン王国との連合軍の包囲を受け，オランダは重大

な危機に直面する。（20）クーンはモルッカ諸島からの艦隊を以て攻囲を解き，要塞と町を再建

してこれをバタヴィアBataviaと命名し（1619），アジアにおけるオランダの根拠地としての

体裁を整え，以後，20世紀に至るまでオランダはここを本拠にしてアジア経営を行うのであ

る。その後，バンダ（島）に出征，同地の香料貿易のオランダ独占を成功させる。重役に就

任するが，マタラーム王国との関係が悪化したため再び総督となり，度重なるマタラームの

来襲を迎え撃つが，戦争中に病没する。

　クーンが重役に選任された1623年には，アジアにおける列強の競争に関わる画期的な「ア

ンボイナ事件」が起った。

　イギリスの傭兵の日本人がオランダ商館の様子を窺っているのを不審に思ったオランダ商

館長は，イギリス商館長以下全員を捕らえ拷問を加え，オランダ商館襲撃の自白をえて，イ

ギリス人10人，日本人９人，ポルトガル人１人を処刑したのである。

　これは両国の外交問題となり，オランダは賠償金を払うことになるが（34），最終的には

第２次英蘭戦争後のブレダBreda条約（1667）で結着をえて，以後，イギリスは香辛料貿易

から手を引くと共に，ジャワ西部から撤退し，インド経営に専念することになる。

　そして，1624年には船団を派遣して台湾南部を占領，安平Ānpingにゼーランディア

Zeelandia城を構築，対中国，日本貿易の窓口を固め，1642年には北部台湾に拠っていたスペ

イン人を駆逐して全島の占領を完成した。もっとも，ここは，やがて，明臣で海商として活

躍するが清で獄死する鄭芝竜（1604－61）と日本人の妻，平戸の田川まつとの子供である鄭

成功（国姓爺   1624－62）が攻略し安平鎮と称した安平を中心に，孫の代に至るまで，清朝

⑼
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に対する敵対勢力として抵抗，「イギリス東インド会社」と貿易したり，ルソンLuzon島進

出を計る等の鄭氏一族の根拠地としての役割を果すのである。

　「日本の鎖国態勢形成の前後は，南アジアにおけるオランダ人勢力の伸張発展した時代で，

会社の黄金時代を現出した」（21）といわれたが，それは総督ディーメンAntonio van Diemen

（1593－1645）の時代（1636－45）であった。

　中でも，16世紀初頭以来長年にわたってポルトガル人が拠って，そのアジア経略の根拠地

としてきたマラッカを，ジョホールのスルタンの援助をえて，司令官カルテクーが封鎖，次

いで大規模な攻撃を加えて，これを陥落させることに成功するのである（1641）。

　ゴアとマカオを結ぶ重要な拠点であるマラッカの陥落はポルトガルの衰退を決定的なもの

とした。

　一方，ディーメンは，タスマンAbel Janszoon Tasman（1603－59）とクワストHendricksen 

Matthijs Quast（1641没）をして太平洋上にあるという金銀島を探査をさせ，彼らはシャム

から日本に向けて航行，小笠原，伊豆七島を認め，本土を望見するがそこで引き返す（1641）。

　その後，タスマンは南航，タスマニア島とニュージーランドNew Zealand島を発見，ニュー

ギニアNew Guinea島を，また，オーストラリア大陸と南極とが接続していないことを確認

する。

　そして，その後，フリースゾーンMarten Geritszoon（1647没）は，1643年，韃靼地方と金

銀島探検のために出発，日本の東海岸を航行，十勝，色丹，得撫島でアイヌ人と接し，その

風俗，産業を観察，更に，樺太に達した後台湾を経て帰航する。

　以上，概観した如く，「東インド会社」の活動については，総督クーンによってその基礎

⑽
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が築かれ，それをディーメンがより強固なものとし発展させていったといえる。

　リンスホーテンの『東方案内記』の発刊以来半世紀，この間年々多数のオランダ船がアジ

アを始め世界各地に航海して，富を求めての交易を目的としながら未知の世界の探検・開拓

に努め，オランダ人の輝かしい植民地貿易発展の基礎を固めていった。

　そうした中，会社は香辛料貿易独占商社であるばかりでなく，はっきりと専制的政治権力

者としてそれぞれの地域を支配して，過酷な誅求の及ぶ範囲を広げて，得た利益を本社に送

るという植民会社へ変容していった。

　その一方では，東インド（諸島）の人々はその後の直轄統治時代と共に厳しい生活に追い

やられることにはなるのである。

２．

　1596年６月にバンテンの港に到着したハウトマンの一行を迎えたのが，当時，西ジャワ

に勢力を持っていたバンテン王国の人々であった。港市としてのバンテンは，「ムラカは，

1511年にポルトガルに占領されてしまうが，アチェ，バンテン，ジョホール，パタニ，ブル

ネイ，マカッサルなどの諸港市は，その後も東南アジア地域のネットワークと東西世界とを

接合する役割を担った」（22）といわれる東南アジア一帯を巡る商業ネットワークの重要拠点の

一つだったのである。

　そして，ムラカ（マラッカ）がポルトガルに占領されてからは，これを避けて北スマトラ

のアチェーからスマトラ沿岸を経由して南下，スンダ海峡を抜けジャワ海に入るルートが使

われることが多くなり，そのため海峡の入口に位置するバンテンは重要な寄港地だったので

ある。

　従って，ハウトマンの航海もこのコースを経てきている。

　当時のバンテンは，バンタムBantamともいわれ，北スマトラのパサイ出身のファラテハ

ンFalatehan（年代不詳）がイスラムの教えを伝えに，ジャワ中・東部を支配していたヒン

ドゥー王国マジャパヒトMajapahitを滅ぼしたデマックDemak王国にきて，国王バンゲラ

ン・トレンガナの妹と結婚し，デマックの援助をうけバンテンやスンダ・カルパ（ジャカル

タ）等を占領してデマックの一藩王となり，しばらくはデマックの属国だったが，息子のハ

サヌッディン（在位1552－70）の時，同国より独立，バンテン王国（1527－1813）を設立し，

南スマトラまで勢力を延ばす。

　その息子モラナ・ユスフ（在位1570－80）の時，かつて属していたヒンドゥー国パジャ

ジャランPadjadjaran王国を滅ぼし（1579頃），ジャワを統一する。

　従って，16世紀末，胡椒の産出港として都のバンテンには，ポルトガルの支配するマラッ

カを避け，諸国の商人が集って繁栄を極めており，そうした中でのハウトマンの来訪であっ

⑾
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た。

　その時の様子をハウトマンは，「６月22日，ようやくバンテン港の前のスンダの海岸に来

た。前方に，ジャヴァ人のプロー・パ〔ン〕ジャンすなわち『長い島』と呼んでいる，美し

い緑の低い島が見え，そしてその北側に，ざっと70隻ほどの小型帆船が，遠目にはまるで林

のように並んでいた。（聞くところによると）それはみな漁船であった。これを見ても，バ

ンタンは非常に人口の多い大都市であることがわかる」（23）と記している。

　ハウトマン一行の来訪した頃のバンテン王国はスマトラ（島）のパレンバンPalembangと

交戦中で，国王のムハンマド（1596没）はその中で戦死し，生後５ケ月のアブドゥル・カ

ディールが後を継いだのである。従って，幼王を補弼するために母方の祖父シェ・パテ（キ・

パテ）がこれに当るが，彼は1602年に死に，跡を継いだ兄弟も日ならずして死んだ。彼らは

総督（マンクブミMangkubumi）と呼ばれ，絶大な権力を保持していたが，その死は暗殺だっ

たといわれるのである（24）。

　王宮においては，王を中心に貴族階級ともいうべき王子および貴族という意味のバンゲラ

ンと呼ばれる人々，この中に王位継承者が含まれているわけだが，一方では，宮廷の兵士，

護衛を意味するポンガワといわれる提督および海上のカピテーン達が互いの勢力を保持して

いた（25）。

　バンテンの街は城壁をめぐらしており，王宮を中心に広場やモスク等付随する建物が並

び，港市として重要な市場は街の東側に設けられていた。「ジャワ，スンダ地方の都市の基

本的構成からすると広場をはさんで王宮に相対した区域，つまり広場と海岸との間あたりが

市場として適当な場所である。おそらく，もともとは城壁内部のどこかにあったのが，商取

引がさかんになって手狭になり，郊外に移転したのであろう」（26）といわれることから当時の

バンテンが交易を中心に栄えていたことが知れる。

　そして，そこには，商取引に従事する商人が沢山住んでおり，土地の者とは別に，外国商

人がそれぞれの出身地に従って居住，それは，「東南アジアの諸国では一般に，ある特定地

域の出身者はかたまってある特定の職業に従事することが多い。中国商人やインド商人が容

易に現地社会の一員として受入れられたのはこうした慣習があったからである」（27）という指

摘がなされるところのものであり，アユタヤ王国の日本人町に拠った山田長政の例もこれに

当てはまるといえよう。

　そして，このインド商人，中国商人とは別に，西アジア，つまり，サラセンSaracenとい

われるペルシア人，アラビア人，トルコ人等もバンテンにおいては重要な存在であった。特

に，彼らはイスラム教の伝播の重要な担い手となったからでもある。また，マレー人を始め

とした東南アジアや南アジア各地の出身者が商業のみならず他の職業にも従事，中でも，イ

スラム教徒のマレーの商人は富裕であったということで重要な存在であった。

⑿
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　その他に，ポルトガル人がおり，彼らは，貿易の相手としてだけではなく，鉄砲・火薬の

製作者，供給者，およびそれらを操作する傭兵としても働いていたのである。

　そうした商人達の活動についてハウトマンは，「バンタンでは日に三つの市が立ち，そこ

であらゆる品物を売るのである。その第一の市は，そのために指定された市の東側に近い大

広場で開かれ，夜が明けるとともに，ポルトガル人，アラビア人，トルコ人，シナ人，キリ

ン人，ペグー人，マラヨ人，ベンガル人，グザラテ人，マラバル人，アペシン人などさまざ

まな民族の，またインディエのあらゆる地域の商人が，そこに集まって来て取引する。取引

は〔午前〕９時まで続くが，その時刻になると，かれらはそれぞれ思い思いの方面へと去っ

て行くのである」（28）と記している。

　ハウトマンに続くネックもバンテンにやってきて，多くの積荷をえて帰国，その後，「東

インド会社」はバンテンに商館を設け，ここを中心にして東インドの島々との交易ネット

ワークを形づくっていったのである。

　ところが，イギリスが香料諸島で優勢になり，それは西部ジャワ，バンテンでもオランダ

を凌駕する勢いをみせるようになったため，オランダは次第にバンテンからジャカルタへと

移り，永久的根拠地を築くことを考えるようになった（29）。

　この頃，バンテンもオランダ人を追放しようと様々な動きを示すようになり，その背景に

は東インド諸島を巡ってのオランダとイギリスの覇権争いがあるのであり，1618年，バンテ

ン港のオランダ船がイギリスによって火を放たれ破壊されたため，総督クーンはジャカルタ

にあるイギリス商館を攻撃したが，数で劣っていたためオランダは，クーン自らアンボイナ

の艦隊を迎えに行くことになり，この戦闘に際しては，イギリスはバンテン軍の協力をえて

攻勢に出ていたのである。

　イギリス，バンテンの協力関係は両者の利害の相違からイギリス艦隊が退去したため解

消，そこで，オランダはジャカルタをジャワにおける最初の占領地とし，ここに拠点を据え，

オランダ民族のラテン名に因みバタヴィアBataviaと命名し，以後，インドネシアの独立に

至るまでオランダのアジア支配の根拠地とするのである。

　イギリスと協同してのポルトガルの追い落としは，マラッカの攻略（1641）で成功したが，

その後は，イギリスとの確執が激化，英・蘭両国の対立は，イギリス側についた現地の勢力

に対するオランダの対応を厳しいものにすることになり，バンダ諸島の住民についてのそれ

は，その典型としてあげられる（30）。

　「マタラム王国と会社があまり親密にならぬよう，事毎に牽制し，またバタヴィアの東に

位置するチレポン王国を通じて叛徒トルノージョヨを援助したりした」（31）というように，何

かとオランダに対して抵抗しながらも，バンテン王国はオランダに抗し難いことを知り，こ

れと妥協しつつ勢力回復を計ったが，アブドルファター Abdulfatah（在位1651－82）はマタ

⒀
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ラム王国の王位継承を巡っての内紛をみて，かつてのバンテンの繁栄の再現を夢見て貿易振

興策をとり，イギリスやフランス等に商館を築かせたりしてオランダに反抗した。

　だが，この対オランダ積極策は，後継者問題でのトラブルからオランダに通じていた長子

アブドゥル・カハルAbdul Kahavの反対に会い，1680年，王がチレポンに出兵しようとした

際クーデターが起り，王子が即位しスルタン・ハジSultan Hadjiとなるが，王は復位し，以

後３年間，父子は互いに争い，王は捕えられ，オランダ側に引き渡され，死ぬ。

　以後，バンテン王国は事毎にオランダの干渉を受け，1808年，総督ダーンデルスHerman 

Willem Daendels（1762－1818）に対する反抗に敗れて，王国は「東インド会社」の直轄領

に編入されることになる。

　1580年代の末頃まで中部，東部ジャワに存在しイスラム教を奉じたマタラムMataram王

国は，８世紀から13世紀まで続いた同名の国とは別のもので，マジャパヒトMajapahit王国

に仕えていた建国者セナパティ Senapati（？－1601　在位1582/74－）の時代，既に，中部

ジャワの大部分を支配していたとみられ，その子パネンバハン・クラピアクPanenembahan 

Krapiak（在位1601－13）の時，ジョクジャカルタ Jokjakarta南郊のコタ・グデKota Gudeに

王宮を造り，東方に領土を拡張しつつ文学の振興にも力を尽くす。その子スルタン・アグ

ンSultan Agung（？－1645　在位1613－）が即位，この頃からオランダはマタラム王国と接

触をもつようになり，商館建設の約束をとりつける一方，共同でバンテンを攻撃すること

を約したが，スルタン・アグンの突然の方針転換から，王が，トゥバンTubanやマドゥラ

Madura島を攻略し，都を南東部のプレレッドに移し，1625年，スラバヤSurabayaを占領した

後，矛先を西部ジャワに転じて，二度にわたってバタヴィア攻撃がなされることになるので

ある。（1628，29）だが，これはマタラム王国軍の装備の不備と食糧の不足によって失敗す

る（32）。

　バタヴィア攻囲戦の失敗のためその方向を転じ，スラバヤ近傍のグレシクGresikに拠っ

たスーナン・ギリSunan Giriの小国を滅ぼし，1639年には，ジャワ最東端のバランバンガン

Balanbangan地方を征服して，バンテン王国等のある西部ジャワ以外のジャワ全土を領有す

ることになった。そして，バリ（島）征服を念願して，1639年，遠征はするが，それは実現

しなかった。

　だが，その一方では度重なる征服事業のため，港市は荒廃，水田や潅漑設備が破壊されて

しまったのである。

　跡を継いだアマンクラットAmangkurat１世（在位1645－77）は国内の反対派を一掃する

ために，しばしば大量虐殺を行うと共に，統治体制を整えるために中央集権化を計ったがう

まくいかなかった。オランダとは友好的な関係を保とうと，1646年，平和条約が締結される

が，会社のジャワへの内政介入の口実を作ってしまった。
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　父をマタラム王宮で殺され，自らも身の危険を感じさせられたマドゥラ島の王子トルノ

ジョヨTrunojoyo（1649？－80）の反乱（1675－79）に際して，王都プレレッドを追われ，

オランダの保護を求めることになってしまい，王は渦中で没する。

　以後，オランダは事ある毎にマタラム王国に介入することになると共に，王国も援助を求

めるのである。

　一時期，トルノジョヨに援助を約束したこともある王子のアディパティ・アノムがオラン

ダ人の助けをえて即位，アマンクラット２世（在位1677－1703）と称す。

　彼は，「東インド会社」からの莫大な借金のため西部ジャワの肥沃なプリアンガン

Priangan地方や北岸のスマランSemarang等を割譲する共に，一連の条約を結び，貿易上の特

権をオランダに与えた。

　この間，王国を大きく揺るがしたスラパティ Surapati（？－1706）の乱が起る。

　バリ（島）の奴隷だった彼は，オランダ軍の下で働いていたが，その差別的待遇に憤慨し

て逃亡，数百人の同胞奴隷の首領となり西ジャワのプリアンガン地方で盗賊行為を行い，会

社の討伐軍に追われ，中部ジャワへ逃れる。王は，一時，彼を保護するが，オランダとの関

係を気にするようになり，やがて，これを遠ざけたため，スラパティは東部ジャワのパスル

アンPasuruanに独立国を建てる。

　アマンクラット２世の死によって即位しながら，第１次ジャワ継承戦争で２世の弟のパン

ゲラン・プーゲルPangeran Pugerがオランダの後押しで王位につきパクブウォノPakubuwono

１世になったため廃位されてしまったアマンクラット３世がこれに合流したため，スラパ

ティはオランダ軍の追討を受けることになり，負傷して死ぬ。

　２次にわたるジャワ継承戦争（1704－08，1719－23）により増々弱体化した王国の中で，

会社の援助によって即位したパクブウォノ２世（在位1726－49）は，1740年に始まった華僑

暴動に乗じて一時会社に背くが，再び帰順，その代償として東海岸地方を会社に割譲する

（43）。以来，王国は正式に会社の属国となってしまった。

　同王は，王位継承の争いを憂いてマタラム王国全土を会社へ譲り渡そうとしたが，これに

対し会社は子供のパクブウォノ３世（在位1749－88）を即位させる。

　先王の弟マンクーブーミMangkubumiは王室から離れていたが，これを不服として新王の

いとこマス・サイドMas Saidと組んで戦闘を開始し，ススフナン・パクブウォノの王号を称

した。この第３次ジャワ継承戦争（1749－57）は宮廷内の紛争では最も激しく，王都の争奪

が繰り返されて勝敗が決まらず，会社が調停に乗り出し，55年の協定でマンクーブーミがス

ルタン・ハメンクブウォノ１世（在位1749－92）となり結着をみた。

　一方，パグブウォノ３世はスラカルタSurakartaに都してススフナンの称号を保つことが

でき，マタラム王国は二分され，更に，マス・サイドがパグブウォノ３世から領土を分けて
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もらうが，それらは，やがて消滅していくのである。

結
　以上みてきたように，ジャワ（島）の大部分は東インド会社のものとなったのである。

　18世紀末にマタラムが，19世紀初頭にはバンテンが消滅し，ジャワ（島）は「オランダ東

インド会社」の領有するところとなり，ハウトマンの来訪時は，ポルトガル，スペインに

後れて当地へ来たということで，できるだけ地域の勢力と友好関係を結び，先行二国の間を

ぬって商業上の利益をえようとしていたオランダであったが，200年の時の経過の中で主客

を転倒させ，今や，バンテン，マタラム両国で二分してきたジャワ（島）を含む，インドネ

シア地方を支配することになっていたのである。

　そこには，同地に割拠していた勢力が，目先の利益に惑わされたことと，オランダの巧

みな経略がそれをさせたといえる。当初は，現地勢力を尊重して彼らに有利と思われるよう

な協定を結んだのだが，時を経るに従い，それはオランダに利益をもたらすものと変容して

いった。時に，恫喝もあったが，気がついたらオランダの思う壺に嵌まっており，あまつさ

え，その領土をもオランダに譲ろうという気にさせられていたということである。

　その手口はまさに「商人国オランダ」といえるだろう（33）。

　一方の現地勢力は，互いに牽制しあいながら目先の利益を追求するあまり，進出してきた

ヨーロッパ列強との離合集散を繰り返し，それは，やがて，オランダ一国に集約されること

になり，そして，オランダの支配を受けることになるという結果になってしまったのである。

　インドネシア地方と一口でいっても，その地理的範囲は広く，また，そこの属する民族も

多種多様であり，それが故に，これを統合し，一致団結してオランダを含む，同地へは新参

者としてやって来たヨーロッパ列強の少数の者達を駆逐することができず，それどころか，

その足下に屈してしまうということになってしまったのである。

　そして，これは，更に，その後の国家による植民地化によって一層助長され，そのため，

その苛斂誅求を待つことになるのである。

　こうした多民族国家であるが故の大同団結の難しさは，独立後のインドネシア共和国に

おいても同様で，「パンチャシラ」Panca Silaという民族統一の柱を設けてはいるが，ティ

モールTimor島の問題，2000年から2001年にかけてスラウェシを中心に起ったイスラム教徒

とキリスト教徒との対立，2004年のスマトラ島沖地震のために現在は鳴りをひそめているア

チェーの独立問題，はたまた，独立の英雄スカルノAhamed Soekarno大統領（1901－70）を

失脚させたクーデターの際の彼と共産党との結びつき，そこには中国系の人間が多かったと

して彼らの多くが殺されたということがあった等，難しい問題を今日も抱えている。

　こうした民族統一の難しさといった点を巧みについた中でオランダの支配が展開されたの
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である。拙稿では，そうしたオランダの支配の前半部，東インド会社とジャワの動向を中心

にバリ（島）との関わりについて考察を試みてみたわけである。

付記

　オランダの20世紀における統治の一端として，バリ（島）での現存者ウダヤナ大学教授ドクター・
アグンおよび，オカ・シラダナダ氏，オカ氏の叔父アグン氏からの聞きとり調査でえた話の一部に
ついて記す。

　1906年，オランダはバリ（島）北部，ブレレンBuleleng王国のシンガラジャ Singaradjaへジャワか
ら進出，そこを中心に島内に８つある王国，中でも，王（国）の中の王（国）としてみられていた
クルンクンKlungkungの王ブラマン・マデを始めとした各王と協定を結び，バリ（島）を統治，シ
ンガラジャには最高統治者としてのレジデンResident（理事官と訳される）を置き，その下に，ア
シスタント・レジデンがシンガラジャとデンパサールDenpasar（バドゥン王国）に駐在し，彼らの
下に各王国毎にコントリエールがいてそれぞれの王国を約10人のオランダ人と共に統治していた。
　そして，バリ（島）全土で８つある王国の各王の下にある統治機構を通してレジデンの指示がバ
リ（島）の各地へ伝えられるのである。
　オカ・シラダナダOKA SIRAGNADA氏の幼少期，タバナンTabanan王国の都タバナンには約20
人のオランダ人がいた。
　一方で，オランダ人は各地に，「住民の学校」という意味の５年制の学校（小学校）をつくり，
これをそれぞれの王に譲り，管理をまかせる。
　オカ家のあるクランビタンKerambitanでは1926年に学校がつくられ，この地方の長官Pungawa
だったオカ氏の父親に与えられ，それは今日でも使われている。それまではクランビタンには学校
はなかった。
　そして，オカ氏自身先生はバリ人だったその学校へ３年生まで通い，その後はデンパサールの学
校へ移る。
　バドゥン王国の都デンパサールと，クルンクン王国の都クルンクンにはオランダ人の先生がお
り，オカ氏もデンパサールでそうした先生に教わる。
　スカルノ大統領の父親もシンガラジャで先生をやっていたという。
　オカ氏の叔父アグン氏の父も音楽を主とした先生だった。
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⒇

Research Note

The Social Climate and Linage in Bali

Masamichi MATSUBARA　

　Last time, I tried to write about Portugese expantion over the world with the trading and the 

mission to expand Christianity, especially for South-east Asia. 

　In this time, I tried to write about Dutch’s expantion to South-east Asia.

　Dutch people had the interesting for the profit of trading, especially, spice trading.

　So, they wanted to have a ralation with this area’s powers peacefully.

　But, there were many Enropean countries people in these area, then, they struggled each other for 

the profit of trading together with native powers.

　After the struggles, Dutch people estblished their power in Indonesia area, and then, they ruled this 

area for about 400 years as ruler.

　So, this essay was pesuited that Dutch rule in this area.


